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WL  I C E N S E

│
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
設
の
背
景
と
は
？

 

公
認
心
理
師
法
が
制
定
さ
れ
、
臨
床
心
理

士
養
成
課
程
を
も
つ
大
学
の
殆
ど
が
公
認
心

理
師
養
成
課
程
と
の
並
置
に
動
き
、
新
規
参

入
も
あ
り
ま
し
た
。本
学
心
理
・
行
動
科
学
科

に
入
学
し
て
く
る
約
半
数
の
学
生
は
、2
年
間

の
大
学
院
課
程
を
修
め
ね
ば
な
ら
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
入
学
時
に
は
臨
床
心
理
士
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
本
学
も
急
い
で
並
置
の
体

制
を
整
え
な
け
れ
ば
、
志
願
者
が
他
大
学
へ

流
れ
て
し
ま
う
た
め
、導
入
を
決
め
ま
し
た
。

 

最
初
に
「
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
」
が
実
施
さ

れ
た
の
は
、
２
０
０
４
年
。
翌
２
０
０
５
年

の
環
境
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
誕
生

に
向
け
て
の
学
科
の
ア
ピ
ー
ル
と
「
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
＆
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
掲
げ
る
女
学

院
の
宣
伝
も
兼
ね
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
始

ま
り
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
も
学
科
の
前

身
で
あ
る
人
間
科
学
科
人
間
環
境
科
学
専
攻

で
「
研
究
室
体
験
」
と
題
し
て
、
学
科
の
学

び
を
紹
介
す
る
企
画
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

 

今
年
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
」
は
、
8
月

6
日（
月
）と
25
日（
土
）に
実
施
さ
れ
た（
両

日
と
も
に
午
前
・
午
後
の
二
部
制
）。

│
短
期
間
で
の
新
設
、
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た

の
で
は
？

 

厚
労
省
・
文
科
省
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討

委
員
会
に
よ
る
決
定
が
17
年
5
月
ま
で
ず
れ

込
ん
だ
た
め
、
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。
公
認

心
理
師
に
な
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
学

部
4
年
間
と
大
学
院
2
年
間
と
で
所
定
科
目

の
単
位
を
取
得
し
、
資
格
試
験
に
合
格
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は

学
部
で
80
時
間
、
大
学
院
で
４
５
０
時
間
以

上
も
の
実
習
が
課
せ
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
医

療
機
関
を
必
須
と
す
る
3
領
域
以
上
の
学
外

機
関
で
実
施
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
認
心

理
師
と
臨
床
心
理
士
の
2
資
格
を
受
験
可
能

と
す
る
に
は
、
重
な
る
科
目
は
多
い
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
ず
、

実
習
先
と
新
科
目
の
講
師
を
探
し
な
が
ら
の

再
編
は
苦
労
の
連
続
で
し
た
。

│
現
学
部
生
も
資
格
を
取
れ
る
の
で
す

か
？

 

17
年
度
に
学
部
、
大
学
院
に
在
籍
し
て
い

た
学
生
は
、
科
目
の
読
み
替
え
に
よ
る
特
例

の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
そ
れ

ら
を
取
得
し
、
大
学
院
に
進
学
し
て
所
定
の

科
目
を
修
得
す
る
か
、
認
定
さ
れ
た
施
設
で

数
年
の
実
務
を
す
れ
ば
可
能
で
す
。
ま
た
、

大
学
院
修
了
生
も
読
み
替
え
で
き
れ
ば
受
験

で
き
、
心
理
的
支
援
の
仕
事
を
し
て
い
る
現

任
者
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
受
験
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
他
大
学
の
心
理
学
部
以
外

か
ら
本
学
大
学
院
へ
入
っ
た
等
、
科
目
が
読

み
替
え
ら
れ
な
い
学
生
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

│
臨
床
心
理
士
と
の
違
い
は
？

 

臨
床
心
理
士
は
、
約
30
年
の
歴
史
と
実
績

 

8
月
6
日（
月
）午
前
の
部
は
、
遠
藤
知
二

教
授（
動
物
生
態
学
研
究
室
）に
よ
る
「
ミ
ツ

バ
チ
の
ダ
ン
ス
を
解
読
し
よ
う
」
で
、
ミ
ツ

バ
チ
の
巣
内
行
動
を
観
察
で
き
る
巣
箱
を
使

い
、
ミ
ツ
バ
チ
の
ダ
ン
ス
行
動
を
観
察
す
る

実
習
が
行
わ
れ
た
。
同
日
午
後
の
部
は
、
塩

見
尚
史
教
授（
応
用
生
命
科
学
研
究
室
）に
よ

る
「
微
生
物
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
指
や
土
に
あ
る
微
生
物
を
調
べ
た
り
、

納
豆
や
テ
ン
ペ
を
作
る
こ
と
で
微
生
物
に
つ

い
て
理
解
す
る
た
め
の
実
習
を
実
施
。

 

8
月
25
日（
土
）午
前
の
部
は
、
西
田
昌
司

教
授（
健
康
医
学
研
究
室
）に
よ
る
「
働
く
分

子
『
蛋
白
質（
タ
ン
パ
ク
質
）』。
蛋
白
質
を

測
っ
て
み
よ
う
」
で
、
血
液
中
の
蛋
白
質
を

測
定
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
測
定
に
は
蛋
白

質
定
量
に
最
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
ビ
ュ

レ
ッ
ト
法
」
で
測
定
し
、
実
際
の
実
験
方
法

を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
続
く
午
後
の
部
で

は
、
三
宅
志
穂
教
授（
自
然
環
境
教
育
学
研

究
室
）に
よ
る
「Sh

arin
g N

atu
re

」
で
、

参
加
者
は
岡
田
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
体
験
を
通
じ
て
自
然
と
人
と
の
よ
り

よ
い
関
係
性
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

を
重
ね
、
現
在
3
万
人
以
上
の
有
資
格
者
を

持
つ
民
間
資
格
で
、
文
科
省
監
督
の
も
と
、

公
益
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定

協
会
が
大
学
院
の
所
定
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

了
し
た
者
に
課
す
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
で

取
得
で
き
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
事
件
、
事
故
、
大
震
災
の
心
の
ケ
ア
等
で

注
目
さ
れ
て
お
り
、
公
認
心
理
師
よ
り
も
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
色
が
強
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
公
認
心
理
師
の
資
格
は
永
続
し
ま

す
が
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
は
5
年
に
一
度

審
査
が
あ
り
、
一
定
の
質
が
担
保
さ
れ
て
い

ま
す
。

│
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

目
先
の
課
題
は
、
公
認
心
理
師
試
験
に
パ

ス
す
る
こ
と（
笑
）。
私
達
教
員
も
資
格
取
得

が
必
要
な
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
今
後
の
実
習

先
の
確
保
も
検
討
が
必
要
で
す
ね
。
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
実
習
が
多
く
、
特
に
大
学
院
生

は
相
当
ハ
ー
ド
。
学
生
も
教
員
も
、
心
身
共

に
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
注
意
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

 

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
臨
床
心
理

士
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
活
躍
の
場
は
、

医
療
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
児
童
相
談
所
や
養

護
施
設
、
少
年
鑑
別
所
や
少
年
院
、
警
察
や

自
衛
隊
な
ど
に
ま
で
広
が
り
、ニ
ー
ズ
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
公
認
心
理
師
は
国
家
資
格

な
の
で
、
今
後
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
で
は

優
先
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
臨
床
心

理
士
に
も
光
が
当
た
る
よ
う
、
そ
し
て
ダ
ブ

ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
れ
る
人
は
取
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
、
人
間
性
を
含
め
て

成
長
で
き
る
教
育
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

 

両
日
と
も
に
、
昼
休
み
に
は
学
科
説
明
会

と
施
設
見
学
会
も
開
催
さ
れ
、
学
ぶ
環
境
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
も
用
意
さ
れ
た
。

 

環
境
・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、

「
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
」
以
外
に
も
、「
ラ
ボ
見

学
ツ
ア
ー
〜
理
学
館
体
験
〜
」
な
ど
高
校
生

に
対
し
て
体
験
を
通
じ
て
学
科
の
学
び
を

知
っ
て
も
ら
う
企
画
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
も
行
わ

れ
て
い
る
。
実
習
や
実
験
を
通
じ
て
学
科
の

学
び
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、「
科
学
」
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
道
に
進
む
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
と
い
う
学
科
教
員
た
ち
の
想
い

か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
が
、
参
加
し
た
高

校
生
の
入
学
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

公認心理師とは、国民の心の健康の保持増進のために、保健医療、福祉、教育、その
他の分野において、質の高い心理支援を提供することを目的として作られた心理専門
職初の国家資格。厚生労働省・文部科学省共管のもと、2017年9月に法律が施行さ
れ、今年4月より、神戸女学院大学を含む多くの心理学系の学部・学科で、その養成
教育が始動した。本学人間科学部心理・行動科学科では、15年9月の法案制定を見
越して、ワーキンググループを作り、学科をあげて公認心理師養成カリキュラムの開
設準備を進めてきた。これまで本学科にて取得可能とされる国家
資格は精神保健福祉士のみだったが、公認心理師も重要な柱
のひとつに加えられ、既存の臨床心理士との2資格取得も可
能になった。ワーキンググループ長として新カリキュラム導
入に尽力した小林哲郎教授に、その背景など話を聞いた。

人間科学部 環境・バイオサイエンス学科では毎年夏
に、高校生向けに「サイエンス体験」を開催してい
る。環境・バイオサイエンス学科への進学を検討し
ている高校生に対し学科教員が講師となり、学科で
実際に行っている実験や実習を体験してもらうこと
で、学科での学びを知ってもらうための企画である。

公認心理師と臨床心理士
ダブルライセンス取得を視野に
●人間科学部 心理・行動科学科 （人間科学部長 人間科学研究科長）

KOBAYASHI Tetsuro

科学で未来を切り拓こう「サイエンス体験」
  ◉公認心理師養成に対応した新カリキュラムが始動  ◉人間科学部 環境・バイオサイエンス学科が高校生対象に体験プログラムを開催

│の委込心

家国国家

学科説明会の様子

中庭の噴水で飼育している
〝西宮メダカ〟を確保して観察する参加者


